
 

 

 

 

 
当たり前の尊さ 

 

 

校長  土谷 昌秋    

 

当たり前のことを当たり前に行う…当たり前のことだから、やったってそうほめてもらえるわ
けではない。でも、実は当たり前のことを当たり前にやりきることには、とても大きな価値があ
るし、力もいる。だって、まじめにコツコツと行うことに照れがあったり、まじめに頑張ること

をバカにしてしまっては、当たり前のことが形にならなくなることも…。 
 
朝出会った人に元気よく挨拶をする。 
食事の時に「いただきます」「ごちそうさま」をはっきり言う。 
授業の開始前には時間を守って席に着く。 
人に名前を呼ばれたらきちんと返事を返す。 

「ありがとう」「ごめんなさい」をきちんと言う。 
 
どれもこれもみんな当たり前のことです。しかし、どれ一つとっても、頑張ることに照れた

り、頑張ることをみっともないと思ったのでは、これらごく当たり前のことすら形にならないこ
とだってあります。 
 
「スポットライト症候群」という言葉があります。人に注目されていないと納得がいかない、

人から絶えず賞賛の言葉を浴び続けたい…そういう人を指す言葉だそうですが、そうそう誰にも
スポットライトが当たる華やかな場面ばかりが用意されているわけではありません。当たり前の
ことを当たり前に、コツコツとやりきることに華やかさはないかもしれません。でも、実はスポ
ットライトに照らされ、華やかに活躍するその人を支えているのは、そうした地味な部分の努力

の積み重ねなのです。 
 
まじめに物事に取り組むことに照れないでください。 
当たり前のことを当たり前にやることをバカにしない 

でください。   
まじめに取り組んでいる人をバカにしたり、茶化した 

りしないでください。 
 
世の中を支えているのは間違いなく、当たり前のこと 

を当たり前にきちんと行っている、まじめな頑張りなの 

ですから… 
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